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金属材料技術研究所

組織改正特集
10研究部・5研究グノレープ体制発足
創立以来初の全面的組織改正を実施

　当研究所は，4月8日付で研究組織の全面的な

改正を実施しました。すなわち，従来の11研究部，

2試験部，2研究グループ体制から，lO研究部，

5研究グループ体制に移行しました。

　昨年出された科学技術会議の第13号答申「国立

試験研究機関の中長期的あり方について」および

第14号答申「物質・材料系科学技術に関する研究

開発基本計画について」などの理念をくみ取りつ

つ，当研究所は昨年9月に第3次長期計画を作成

しました（金材技研ニュース1987年Nα10参照）。

　上記の長期計画において当研究所は，「今後の

科学技術の新しい可能性を開く引き金となり，未

開拓領域に重点を置いた新特性・高性能を有する

金属・合金・化合物等の新材料の開発に関する研

究」および「国民生活や産業活動の基盤を支える

のに不可欠な機器や構造物の信頼性・安全性を確

保し，更にそれを高度化していくための材料信頼

性の確立に関する研究」を，今後の研究の2本柱

としております。

　このような新しい研究の方向にとって重要な金

属材料の研究領域は，物性や材料特性の究明，特

性発現のメカニズムの解明，特性の高度化などを

行う物性・特性開発，物質・材料の創製の過程を

制御して望ましい物質・材料を作る合成・構造制

御，材料が実際に使用される各種環境条件下にお

いて，必要な特性が安定に維持されるか否かを評

価する材料評価，および材料の特性や構造をより

深く理解し，これに基づいて新しい材料創製の方

向を提示する共通基盤の4領域であります。当研

究所では，これらの研究領域における基盤研究を

10の研究部において分担することによつ，未踏領

域における白主技術の開発に必要な，高度な知識

および技術の蓄積を図ることにしました。

　一方，こうした基盤研究において探索・発掘さ

れた重要シーズの育成や重要課題の解決，あるい

は国家二一ズヘの対応を図るための研究などは，

各基盤研究のポテンシャルを有機的に結合させて

緊急かつ総合的に推進する必要があります。この

ような重要な研究課題は総合研究として取りあげ

て，5つの研究グループにより強力に研究を展開

することにしました。これらの研究グループの特

徴は期隈を定めて研究課題を設定し，必要に応じ

て研究者を集結・解散できるようにしたことであ

ります。これにより，研究部と研究グループの問

の人および情報の交流が活性化し，重要な研究課

題に対する敏速な対応が可能になり，新しい研究

の発想や研究の飛躍的な展開が期待されます。

　今回の全面的な組織改正は，当研究所が新しい

研究所に生まれ変わったといってもよいほどのも

のであります。今後，当研究所はこの新しい組織

により，21世紀を目指した革新的材料科学技術の

開拓に，積極的かつ野心的に取つ組みます。



各研究部・研究グループの主な研究内容
　　　　　　二一ズ対応型からシーズ創出型へ

　　　　　　　　各研究部において担当する基盤研究分野，および各研究グループ

　　　　　　　において当面実施する総含研究の主な内容は，下記のとおりです。

　　　　　　　　　　　　　　　◇　基　盤　研　究　◇

よ瓢鰐鴛㌘意鴛黒．発掘，L第、研究室鴬猟㌶箒1i㌫

　　　　　　　　物質・材料の特性を支配する普　　　　　　　　　構の解明および特性の向上

　　　　　　　　遍的原理の導出等に関する基礎　　〔合成・構造制御に関する基盤研究分野〕

　　　　　　　　的研究　　　　　　　　　　　　　応制御研究都：新物質合成のための化学反応の

　　第1研究窒：物質の電子構造と物陛　　　　　　　　　　　　制御技術に関する研究

　　第2研究室：極限環境下の物質の構造と物性　　　　第1研究室：化学反応の動力学と反応の最適

　　第3研究室：特殊構造物質の物性　　　　　　　　　　　　　化

　　第嬉研究室1結晶の相変態，核生成，成長の　　　　第2研究室：パィロケミストリーを利用した

　　　　　　　　原子論的解明　　　　　　　　　　　　　　　　　化含物・結晶等の含成

機能特牲研究部　材料の機能特性発現機機の解明　　　　第3研究室：イオンの電気化学ポテンシャル

　　　　　　　　および特性向上に関する基礎的　　　　　　　　　制御による物質の含成

　　　　　　　　研究　　　　　　　　　　　　　　　繁4研究室1熱・光エネルギー等を用いた気

　　第1研究室：エネルギー変換特性等の機能特　　　　　　　　　　相反応の捌御

　　　　　　　　性発現機構の解明および特性の　　表圃界薗制御研究部　物質　材料の表面・界繭の形態

　　　　　　　　向上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　組成の制御に関する研

　　第2研究室：光学的特性の発現機構の解明お　　　　　　　　　究

　　　　　　　　よび特性の向上　　　　　　　　　　　第1’研究室：熱力学的考え方に基づく表獅・

　　第3研究室：電気磁気的特性の発現機構の解　　　　　　　　　界面の微舳藩造の制御

　　　　　　　　明および特性の肉上　　　　　　　　第2研究室：金属の低次元構造の制御

　　第4研究室：化学特性の発現機構の解明およ　　　第3研究室：半導体の低次元構造の制御

　　　　　　　　び特性の向上　　　　　　　　　　　第4研究室：イオンビーム等を利用した微視

　　第5研究室　叡的特性の発現機構の解明およ　　　　　　　　　的表面構造の制御

　　　　　　　　び特性の向」二　　　　　　　　　組織制御研究部：溶融・凝固，固相の棚変態，拡

力学特性研究部：材料の力学特性発現機構の解明　　　　　　　　　　敵等を利用した材料組織の舳卸

　　　　　　　　および特性向上に関する錐礎的　　　　　　　　　に関する研究

　　第1研究窒：材料の強度・靱性等の力学特性　　　　　　　　　御

　　　　　　　　発現機構の解明および特性の向　　　　第2研究室：酬目反庵を利用した組織の制御

　　　　　　　　上　　　　　　　　　　　　　　　第3研究室：接含技術を利用した組繊の制御

　　第2研究室：高漱材料の力学特性発現機構の　　　第4研究室：粒子デポジションを利罵した組

　　第3研究室　非金属緒含性材料の力学特性発　　　　第5研究室：電子ビーム・レーザー等の高工

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　2　一



　　　　　　　　ネルギー源の制御とこれを用い

　　　　　　　　た組織の制御

（材料評価に関する墓盤研究分野〕

損傷機構研究部：材料の損傷・劣化機構の解明と

　　　　　　　　その検出技術に関する研究

　　第1研究室：応力の作用下での損傷・劣化と

　　　　　　　　その制御

　　第2研究室：商漱下での損傷・劣化とその制

　　　　　　　　御

　　第3研究室：反応環境下での損傷・劣化とそ

　　　　　　　　の制御

　　第4研究室：　　・劣化の検出技術の高度化

環境性能研究部　材料の各種環境下における性能

　　　　　　　　言平価技術に関する研究

　　第1研究室　材料の性能評棚の基碑．

　　第2研究室　材料の耐疲労性能評価

　　第3研究室材料の鮒クリープ性能評価

　　第4研究室　材料の耐腐食性能評価

　　第5研究室　複合材料の性能評個

L第6研究室：組織制御の応用技術

第1研究グループ：

第1サブグループ：

第2サブグループ：

第3サブグループ：

第4サブグループ：

第5サプグループ1

第6サブグループ：

第2研究グループ：

　　第1サプグループ1

　　第2サブグループ：

　　第3サブグループ：

　　第4サブグループ：

第3研究グループ：

　　　　　　◇　総　合

新趨電導材料の闘発と評個に

関する研究

高溢超電導体の探索と創製

高性能趨電導体の薄膜化・線

材化披術

強磁界発生用高安定趨電導体

新趨電導材料の特性評価技術

新趨電導手1」用のための関連技

術

クライオメカトロニクス材料

核融合炉等新型原子炉材料に

関する研究

イオン・申性子照射による材

料損傷機構の解明

耐照射性・高溢材料の性能評

価

材料の低放射化

プラズマ対向高熱流束材料

遷移金属とアルミニウムおよ

〔共通基盤に関する基盤研究分野〕

材料設計研究都：材料の構造・組成と特性に関す

　　　　　　　　る理論や経験に基づいた材料設

　　　　　　　　計法の闘発に関する研究

　　第1研究窒：材料設喬十のための基礎

　　第2研究室：平衡過程を応用して創製する材

　　　　　　　　料の設計

　　第3研究室：非平衡過程を応用して創製する

　　　　　　　　材料の設計

　L第4研究室：複含化プロセスを応用して創製

　　　　　　　　する材料の設喬十

計測解析研究部　物質　桐料の機造　組成等の計

　　　　　　　　測解析技術の開発とその新材料

　　　　　　　　への応用およびそれらに関連す

　　　　　　　　る情轍処理の研究

　　第1研究室　物質　材料の新言十1輿1腋術

　　第2研究室　テータ・画像の処理・解析

　　第3研究窒新構造解析法の開発とその応用

　　第4研究室　新組成分析法の闘発とその応用

研　究　◇

　　　　　　　　　びシリコンの金属閥化含物の

　　　　　　　　　特性の開発に関する研究

　　　第1サプグループ：化含物軽量・耐熱材料

　　　第2サブグループ：化含物電磁気材料

　　　第3サプグループ：化合物材料の含成技術

　　　第4サプグループ：化含物材料の固相組織制御

第4研究グループ：特殊な粉体とその結含体の作

　　　　　　　　　製に関する研究

　　　第けブグループ：高純度粉，急冷凝固粉の創製

　　　　　　　　　技術

　　　第2サブグループ：複含粉の創製技術

　　　第3サブグループ：粉体の特殊性を利用した組織

　　　　　　　　　の制御

第5研究グループ：基幹材料の寿命予狽1j技術の確

　　　　　　　　　立に関する研究

　　　第けブグループ：応力下の寿命予測技術

　　　第2サブグループ：高温・酸化反応環境下の寿命

　　　　　　　　　予1貝ij技術

　　　第3サプグループ：複含環境下の寿命予損1版術

3　一



組　　織　　表
（昭和63年4月8臼現在）

所・長 中川龍一
科学研究官 新居和嘉
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繭
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音1三

課

課
課

課

材料試験業務課

基礎物一陛研究都

　策1研究室
　第2研究室
　第3研究室

釈 　　厚
酒見雄孝
鎌蘭遺明
木村　　良
小方　　実
魚谷賢治
吉」l1明離」寿

脊木臓善、
松本武彦
大河内　　真

第4概究室（併）吉　川　明　静　一

機能特性研究部　　　佐々木　靖　努

　第1研究室　梶原節男
　第2概究室（併）佐々木靖男
　第3研究室　中谷　　功
　鶴4概究室　天野宗幸
　第5研究室　塩凹一路
材料設討研究部　　　山　崎　道　夫

第1研究室
第2研究室
第3研究室
第4研究室

反応制御研究部

　第1研究室
　第2研究室
　第3研究室
　第4研究室

星本健一、
山県敏博
冨塚　　功
新井　　隆

吉松史朗
福沢　　章
長谷川　良　佑
一森　中　　　　功㌧、）

大場　　章
中　村　治　方∠x

支所長 閥困雛年

組織制御研究部

　第1研究室
　第2研究室
　第3研究室
　第4研究室
　第5服究室
　第6研究室

課石橋倫幸
力学特性研究部
　第玉研究室
　第2研究室
　第3研究室
　第4研究室
一表蘭界面制御研究部

　　第1研究室
　　第2研究室
　　第3研究室
　　第4研究室

佐藤
田頭
岡田
北原

第三研究グループ
　第1サブグループ
　第2サブグループ
　第3サブグループ
　第雀サブグループ
　第5サブグループ
　第6サブグループ

第2研究グループ

　　　　　ゾ河都義邦
貝沼紀夫，
鈴木　　正
申村森彦
角田方衛
　　　　　／ノ」・ll1恵　一＼

吉原一紘P
中村恵吉ノ』・　口　信　行

斎藤一男
前囲　　弘
　　　　　・／田申吉秋＼．
芦叶一正
井上　　廉
和田　　仁
佐藤充一典
石」l1圭介口
臼石春樹u’’

第1サブグループ（併）自石春樹

彰

明

繁

入江宏定
三井達郎蕎十湖1解析研究部　古林英一○

　第亙研究室（併）古林英一
　第2研究室　増田千矛I」
　第3研究室　臼ヨ村良雄…、）
　第4研究室　大河内春乃
損傷機構研究部　　　西　島　　　敏ム

　第1研究室　山口弘二（二）
　第2研究室　新谷紀雄
　第3研究室　藤井哲雄
　第4研究室　斎藤鉄哉｛）

第2サブグループ

第3サブグループ

第4サブグループ

環境性能研究部

　第1研究室
　第2研究室
　第3概究室
　第4猟究室
　第5研究室
第3概究グループ．

岸本直樹
野田哲二U
固辺龍彦

金沢健二（ぷ
八木晃…
福島敏郎
太田昭彦○
辻本得蔵第1サブグループ（併）辻　本　得　蔵

第2サブグループ　　武　井
第3サブグループ　海江蘭義也
第4サブグループ（併）辻　本　得　蔵

第4研究グループ
　第1サブグループ
　第2サブグループ
　第3サブグループ

第5研究グループ
　第1サブグループ
　第2サブグループ
　第3サブグループ

小口
武田　　徹
尾沢正也◆
村松祐治
武内朋之じ
門馬義’雄
永国徳雄
二瓶正俊。

一4一



研究成果の発表（昭和63年1－6月）

1．国際会議（○印は発表者を示す。）

疲労データに関するワークショップ（〃120日，アメりカ・ボルダー）

1〕Fatigue　Databases　in　Japan．

o　K．Kanazawa，　S．Nishijima

微小試験片を用いた試験研剃こ闘する臼米ワークシ憂ツプ（2ハ17日一ユ8日，東東）

1〕Specimen　Thiming　in　Crack　Propagation　Measurement。

○A．Hasegawa，　H．Shira三shi

2〕In－Situ　Exam1nation　of　Cyc1otron－Irradiated　Micro－Tensi正e　Samples　in　HVEM．

　S．S挑o（東京工．薬大学）；oS．Nagakawa

3）Evaluation　of　Radiation　Embrittlement’by　SmaH　Specime1／s．

○T．Takeuchi

高温超電導体に関する国際会議（2月29日～3月4日，スイス・インターラーケン）

1〕Structure　and　Superconducting　Properties　of　YBa2Cu307Prepared　by　High　Temperature　Heat　Treatment．

○H．Kumakura，M．Uebara，K．Togano；K．Takahashi（三洋電機）

2）New　High↑c　Superconductors　without　Rare　Earth　Element．

oH－Maeda，Y．Tanaka，M．Fukutomi，T．Asano，K．Togano，H．Kumakura，M．Uehara，S．互keda，

　K．Ogawa；S．Horiuchi，Y．Matsu1（無機材研）

金属・合金の非平衡相に関する国際シンポジウム（3削蝸～17日，京都）

1）The　Del－sity　and　Stability　of　Amorphous　A11oys．

○T．r正irata

2）Molecu1ar　Dynamics　Simu1ation　for　Molecular　Beam　Epitaxy．

○K．Terak岨a（東大物性研）；T．Oguchi；　K．Hara，M．Ikeda，O．Ohtsuki（篤士遡研究所）；

　M．Mikami，Y．Tago（竃士通システム研）；．H．Ishida（東大物性研）

3）New　High－Tc　Bi－Sr－Ca－Cu－O　Oxide　Superconductors．

○H．Maeda

4）Oxygen　Ordering　in　YBa2Cu306＋・。

　K．Nakamura，　oK．Ogawa

アルミニウム溶接継手に関する国際会議（INALCO’88）（4月3B～12B，東京）

1）Effect　of　Humidity　on　Fatigue　Properties　for5083－O　Alしlminium　Alloy一

○S．Matsuoka，S．Mshijima，H．Hirukawa



’88MRS春季犬会（4月5臼～9日，アメり力・リノ）

1）EIectrical　Resistivity　of　YBa2Cu30｝and　YBa2｛Cu1＿亜Fe亜）30｝．

oA．Matsushita，T，Matsumoto，H．Aoki，H．Kinlura

核融合炉工学に関するシンポジウム（4月10日～15日，東京）

1〕Low　Act1vation　Materia王s　for　Fusion　Reactors．

○T．Noda，F．Abe，Y．Hiraoka，H．Araki，T．Fujii，M．Okada

2〕Properties　of　Thick　Coatings　of　Carbon　and　Carbon・8oron　Prepared　by　Vacuum　Arc　Deposition．

○H．Sh1nno，Y．Sakai，T．Tanabe，M．Fujitsuka，Y．Yamauchi；T．Shikama（東北大）；　M．Okada

3）High　Heat　Flux　Test　by　High　Cu汀ent　and　Low　Energy　Electron　Beam．

　Y．Yamauchi，M．Fujitsuka，H．Shinno，丁一Tanabe；T．Shikama（東北大）；　M．Okada

金属疲労の基本メカニズムに関する国際会議（4削25卜1雀日，チェコスロバキアーブルノ）

1）Factors　ControIling　the　Cyclic　Deformation　of　Aged　AHoys．

○S．Horil〕e；　C．Laird（Univ－of　Pennsylvania）

’8洲RS先端材料国際会議（5朋0日～6月3臼，東京）

1〕So1id　State3onding　of　A1203and　SUS321Stainless　Steels　Using　the　Surface　Precipitation　Bel／avior．

○M．Tosa，K．Yoshihara

2）Protective　Coating　Reinforced　by　Iηterfacial　Precipitation　of　TiC　and　ZrC．

○Y．Ikeda，M．Tosa，K．Yoshihara，K．Nii

3〕Relationships　between　Martensite　Tetragonality，Morphology　and　Shape　Memory　Effect　in　Fe・M　Based

　Alloys．

oT．K三kuchi，　S．Kajiwara

4〕Ef｛ect　of　Alloying　Content　and　Ausaging　on　Martensite　Morphology　and　Transformation　Behavior　in

　Fe－Ni－Al－C　and　Fe－Ni－Al－Co－C　Alloys．

○H．Ohtsuka，S．Kajiwara

5）Synthesis　and　Characteτization　of　the　Mixed　Ultτ劃｛ine　Particles　of　Ni　and？iN．

　S．Ohno，　○Y－Sakka，H．Okuyama，K，Honma，M．Ozawa

6〕Effect　of　the　Slow　Oxidat1oo　Treatment　on　the　Characteristics　of　the　U王trafine　Metal　Powders．

○Y．Sakka，　T．Uchikoshi；　E．Ozawa（工一ルリキードラボラトリーズ）

7〕Coating　Cond1tions　and　Oxidation　Resistance　of　AIuminized　Titaniしm　Alloys．

○A．Takei，A－Ishida，H．Onodera，M．Ya閉azaki

8〕Penetration　of　Oxygen　and至ts　Partitioning　betweenαandβPhases　in　Multi－Component　Titanium　A1loy

　during　Super・P1astic　Processing．

○K．Ohno，H－Onodera，T．Yamagata，M．Yamazaki

9）Applications　of　High－Temperature　Brazing　Technique　for　Molybdenum　Sing1e　Cτysta王s．

○Y．Hiraoka，　T．Fujii

1O）Structure　and　Superconducting　Properties　of　Nb3Al　and　Nb3（Al，Ge〕Tapes　Prepared　by　High　Energy

　Beam　Irradiation．
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○H．Kumakura，K．Togano，D．R．Dietderich；　K．Tachikawa（東海大学）

u）Structure　and　Superconducting　Properties　of　Oxide　High－Tc　Superconductors　Prepared　by　Liquid

　Quencbing　Technique．

oK．Togano，H．Kumakura，D．R，Dietderich，M－Sato，．H．Maeda，T．Sbimizu

ヱ2炉abricati㎝of　Nb3A1Multifilamentary　Wire　Usi㎎Ultra－Fine　Al－Based　Alloy　Cores．

○T．Takeuchi，　Y．Iijima，　K．Inoue

ユ3）Effect　of　Various　Buffer　Layers　on　the　Properties　of　High　Tc　Superconducting　Thin　Films　Deposited

　onto　Metallic　Substrate．

○M．Fukutomi，Y．Tanaka，T．Asano，H．Wada，H．Maeda；J．Machida（三井金属）

14）New　High－Tc　Bi－Sr－Ca－Cu－O　Oxide　Superconductors．

○H．Maeda，Y．Tanaka，M．FUkutomi，T．Asano

15〕？EM　and　HREM　Studies　of　New　High　Tc臥Sr－Ca－Cu－O　Superconductors．

　S．Ikeda，H．Ichinose，Y．Ishida，H．Maeda，oK．Ogawa

16）80and105K　Superconducting　Transitions　iηBi－Sr－Ca・Cu　Oxide．

oK．Nakamura，S．Kaise，K．Ogawa，’J．Sato

ヱ7）Superconductivity　of　Pd／Te　Multilayers－

o　Y．Asada，　K．Ogawa

18）Effect　of　We1di㎎Atmosphere　on　Residual　Gas　in　Void　at　D搬usi㎝・We1ded　Joint．

○○．Obashi

加工熱処王墜の物理冶金に関する国際会議（6月6日～10日，東京）

1〕Variaηt　Selection　in　Martensitic　Transformation　of　Fe－Ni　A1loys．

orL　Miyaji，M．Nobuki，N．Sal｛uma，T．Mitsui，H．Nakajima，E－Furubayashi

2）Recrystallization　Enhanced　Precipitation　ofσPhase　in　Cold－Rolled　Cr－Mn　Austenitic　Steels．

o　F．Abe，　H．Araki，　T．Noda

3）Effects　of　Austenite　Deformation　upon　A1loying　E王ement　Partition　and　Growth　Kinetics　of　Ferrite

　Al1otriomorphs　in　Fe－C－X　A11oys．

OM．Enomot0

4〕Strengthening　of　Austenite　by　Reverse　Martensitic　Transformation　in　High　Nickel　Steels．

oS．Kajiwara

第2回コンピュータ技術の溶接への利用に闘する国際会識（6月8日～9日，イギりス・ケンブりツジ）

I〕Creep　Behavior　of　Austenitic　Stainless　Steel　Weld　Joints　and　Predicti㎝by　Usi㎎FEM　Computation．

○Y．Muramatsu，J．Kinugawa，Y．Monma，M．Yamazaki

第6圓チタン国際会議16月6臼～9臼、フランス・カンヌ〕

王）Design　of　Superplastic　Titanium　Alloys洲aving　Improved　Strength－Density　Ratio．

○H．Onodera，K．Ohno，T．Yamagata，M．Yamazaki

2）The更elationship　of　Chlorine　Leve1／Microstructure／Mechanical　Properties　for馴ended　E1emental　P／M
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　Ti－6Al・杢V　Compacts．

○M．Hag…wara，Y．Kaieda，Y．Kawa1〕e

3）The　Effect　of　Yttrium，Erb三um　and　Boron　Additions　on　the　Microstructure　and　Mechanical　Properties

　of　Ti－15V－3Cr－3Sn－3Al　A1loy．

o　T．Kainuma，Y．Kawabe

4）Mechanical　Properties　and　Age　Hardeni㎎3ehavior　of　E1ectron　Beam　Welded　Zone　in　Ti－15V－3Cr－3Sn－

　3Al　AHoys．

　M．Fujita，Y．Kawabe，oT．Kainuma，H．Irie

材料のイオンビーム改質に関する国際会識（I8MM　I88）（6月12日一王7ヨ，東京）

！）E王ectronic　Structure　of　Superconducting　Mo－N　Thin　F1lms　Produced　by　Ion　Imp1antation．

o　K．Saito

ASME圧カ容器国際会議（6月1畑一23日，アメり力・ピッツバーグ）

1）Long－Term　Creep　Curve　Prediction　Based　on　ModifiedθProjection　Concept．

oK．Maruyama（東北大）；C．Tanaka；　H．Oikawa（東北大）

核融合炉用低放射化材榊二関するシンボジウム（6月30日，アメリカ・アンドバー）

1）Optimization　of　Reduced－Activat1on　Ferrit三c　Steels．

　F．Abe，○T．Noda，H．Araki，M．Okada

2〕EB　Weldi㎎of　Low－Activati㎝Vanadium－Binary　Alloys．

　Y．Hiraoka，oT．Noda，M．Okada

2．学・協会1コ顕発表

＊昭63．3．3峨孝11の研究普鵬

学・協会名 開催潮問 発　　表　　題　　員 担当研究部＊

目本材料学会爾食防食 王．26 1．淡水中の腐食とその間魑一［叙 腐食防食
部　門委　貴　会

非破壌検査協会 1．28 1．極閥法における磁場と磁束の振概葛及び位棚について 材料強さ
鰍醜用スペクトロメトIト 3．2 1．低圧火花放電とエアロゾルサイクロンによるニッケル 材料物惟
東　京　討　論　会 基耐熱含金の直接I　C　P発光分術

蹴熱金麟榊第123委員会 3．8 1．Cr－Mo－V鋼の遷移クリープ挙動に及ぽす焼もどし時閥 ク　リープ

新材料創製討論会 3．9～3．11 1．趨伝導材料の材料科学的諾間題 繊造制御
金属表面技術協会 3．23～3．26 1．Ti含金のアルミナイジング層の構造と耐酸化惟 エネルギー
プラズマ・核融合学会 3．28～3．30 1．核融含炉綱オーステナイトステンレス鍋の耐ヘリウム 原子炉材料

脆化特性の比較

2．核融含炉用低放射化鉄鋼材料 〃



学・協会名 闘催期閥 発　　表　　題　　賞 担当研究部

プラズマ・核融合学会 3．28～3，30 3．熱応力討算及び電予ビーム衝撃試験による高熱負荷下 原子炉材料

の材料挙動シミュレーション

4．核融合炉用構造材料 〃

貝本応用物理学会 3．28～3．3玉 1、イオンビームによる表面・界面の構造制御とその挙動 嫡造制御
2．スパッタ法による金属基材上へのYBaCuO膜の作製 極　低　槻

3．Bi酸化物系高溢超電導体 〃

日本機械学会 3，29～4．1 1．5083－Oアルミニウム合金における疲労き裂伝ぱの環境 疲　　　　れ

効果

2．材料試験における蔑視的破繭の爾像解析季法の検討 〃

3．鉄鋼のミクロ組織破壊起点の破壊機構究明へのSEM 〃

像の3次元醐像処理

希土類討論会 3．30～3，3工 1．エチレンジアミンテトラキス（メチレンホスホン酸）に 製　　　　錬
よるプラセオジム（I王1）イオンの有機溶媒相への剖舳の

試み

2．Y系酸化物趨電導体の材料学的諾問題 構造制御
目本鉄鋼協会 3．3I～4．2 玉．コンピュータ繭像処理を用いた印心偏析組織の評個 材料物惚

2．バリアント選択輿1jによるFe－Ni合金板の変態集含組織 金属加工
鱗析

3．2÷Cr一玉Mo鋼再現溶接熱影饗部の水素優食におよぽ 溶　　　　接

す炭化物生成元索の影響

4、函像解析の現状と将来への展望 材料強さ
5．新しい緒晶粒度解析手法 〃

6．Cr－Mo－V鋼の遷移クリープ挙動に及ぽす焼もどし時閲 ク　リ　ー　プ

7．NCF800H耐熱合金の長跨閥応カリラクセーション特 〃

惟

8．オーステナイトステンレス鋼のクリープ余寿命予測の 〃

ための損傷著平価

9．弾性隈の上下でのクリープ挙動の梱違 〃

玉O．2．25Cr－1Mo鋼のクリープ破断寿命に及ぽす酸化の彬 〃

襟

1l．実機環境下のクリープ疲れ寿命評価 疲　　　　れ

12．光電予放射と疲労き裂伝ぱの関係 〃

13，SUS304鋼の疲労き裂先端のすベリに及ぽす荷璽綴歴 〃

14．低含金鋼の高槻疲労における酸化の効果 〃

15．γ’梱析出強化型Ni基ODS合金の2次再結晶挙動 エネルギー



学・協会名 開催期問 発　　表　　題　　園 担当研究部

圓本鉄鋼協会 3．31～4．2 I6．放射光によるNi基単結蝋趨耐熱含金哨11のγ及びγ1梱の エネルギー

格子定数の差の測定

17．粉末冶金法で作製したM姥耐熱含金の商搬強度特性に 〃

及ぽすB奮有量の影饗

18．Fe－C－X含金の初析フ・エライト変態における含金元素の 強力材料
分配と成長連度

19．素粉末漉含法チタン合金における金属組織，塩素含有 〃

盤と疲労特惚

20．Ti一玉5V・3Cr・3Sn・3A1含金の電子ビーム溶接継乎の疲労 〃

21．核融含炉胴低放射化9Cr鋼の時効脆化に及ぽすWの効 1塚乎炉材料

果

22．核融含炉用低射化9Cr垂1岡のクリープ破断特性に及ぽす 〃

Wの効梁

23．ブロンズ法Nl〕3Sn線材の麓効果 徹　低　淋

24．種々のチタン含金の樋低榊こおける強度と靱性 〃

25．冷閥圧延および鋭敏化処理を施した窒索強化オーステ 〃

ナィト鋼の極低溢における機械的惚質

26．除荷コンプライアン又法を禰いた液体ヘリウム澱度に 〃

おけるJ1C値の蕎平価

日本金属学会 3．3王～4，2 1．Nao．gM05014単緒凝の作成と電気伝導度 材料物件
2．α十β型Ti含金設計交援エキスパートシステムの開発 〃

（I）

3．P獺とn蝦FeSi2のSi組成と電気的性能指数の閥係 〃

4．Nb蒸蒲膜の密瀞1召1に及ぽす？iの彩饗 繊造制御
5．YIBalCu金属圃1時スパッタ法によるY－Ba－Cu・O趨電導 〃

膜含成におけるBaF2添加の効果

6．YlCuBa，BaF2同時スパッタ法により作製した薄膜の 〃

アニール遡程におけるFの挙動と膜構造

7．Mnを添加したTiA1姥合金の常益，閉張り延性 機能材料
8．A1－Pb合金の急速凝圃紬一織と加工性について 〃

9I　A1203／Cu／Ti接含界繭における繊造 〃

ユ0．「反応惟プラズマー金属」反応法によるNi・TiN系複含 紛体披術
趨微粒子の作製

11．Ni－TiN系漉含趨微粉およぴ複含趨微粒子の触媒作用 〃

一FT含成一

I2．燃焼含成法により製造したZrNiの水素吸蔵特惚 〃

一10一



学・協会名 開催期間 発　　表　　題　　目 担当研究部

日本金属学会 3．31～4．2 13．Fe趨微粉の焼縞とその状態変化 粉体技術
14、徐酸化処理した金属趨微粉のガス脱離挙動 〃

15．イメージ処理による界臓特性の演■淀 〃

ユ6．無鋳三1■州き」二げ連鋳法によるAl・Cu合金棒の製造 金属加工
玉7．高詰，一力11エシミュレーション裟綴の言式作 〃

18．RCD型PVD法にょるTi－TiN系およびCr－CrN系蒸蒲 エネルギー

膜の形成

ユ9．Si3N垂焼糸著イ本の繰，些し斗崖劣・ 強力材料
20．MoSi2単紙鍛の変形 〃

2ユ．MoSi2単紬［黒iの電気祇抗とホール係1数 〃

22．MoSi2，WSi2単絡1芋11の弾性定数 〃

23、酸化物分赦強化フェライト鋼の流動ナト1」ウムl1l・にお 腺予が材料

ける成分元素の挙動

24．核融含炉月弓低放射化商Mnオー又テナイト鋼の棚・安定 〃

性

25．3ヱ6ステンレス琵1珂のナトリウム畔1の腐食機椛に関する考 〃

察

26．冷閥加二r二されたDINユ．4970およびAISI316Lの873Kに 〃

おけるα獺射下クリーフ㍗波断牛苛一1刮三

27．溶融法によiパ乍製したBa2YCu307趨電導体の紺織と 極　低　お．1．

28．棚々のA1合金を用いたNl〕3AI趨極細多芯宗泉の作製 ’’

29．Al－Mg含金を綱いたNb3A1趨極細多芯線の趨電導特例1 〃

30．粉末焼結法による駿化物趨電導体及び線材の特惚 〃

31．金属泌材を用いた高お．乱趨電導膜材料の作製と特一1娩 〃

32．Dy3A－5012－Gd3A15012系におけるガーネット雌榊徽域 〃

と締胤成長

同本物理学会 3．31～4．3 1、シリコンの多体原予閥ポテンシャル 材料物件
2．TbFe一璽慮磁化灘の磁化の緩槻1現象 樋　低　1；．1．

臼　本　鉱　業　会 4．垂～壬．6 1．導電條ガラス表而、．1二に析出した薄膜状ビス（フタロシ 製　　　　錬

アニナト）プラセオジム（I幻鎌体の性質

ヨ本原子ヲ〕学会 垂．4～4．6 至．コンパクト核融伶炉｛CFAR）におけるブランケット及 煤予ガ’一材料

びスーパーヒーターの概念設計

2．核触合炉用低放射化複含材料 〃

溶　接　　学　会 4、玉8～4．20 1．弓雌残留応力場における圧、繍貧荷による疲れき裂伝ぱ 疲　　　　れ

2、キャンレスHIPによる切1赦接含 溶　　　　接

一玉ユー



学・協会名 關催期悶 発　　表　　題　　目 担当研究部

溶　　接　　学　　会 4．玉8～垂．20 3．アルミニウム含金の拡散接含郁での酸化皮膜の挙動に 溶　　　　接

及ぽす含金元繁の影饗

4、溶射粒子速度のモニタリング 〃

低温工学協会 5．u～5．13 1．種々のA1含金を用いたNb3A1趨極細多芯線の作製 極　　低　　温，一

2．Al－Mg合金を綱いたNb3A惚極綱多芯線の趨電導特惟 〃

3．粉末焼結法による酸化物超電導体及び線材の特惟 〃

4．液体へりウム椴度におけるVAMAS引張ラウンドロビ 〃

ンテストの緒果

5．酸化物系趨電導物質のテープ化技術とその特性 〃

6．Bi－Sr・Ca・Cu－O系酸化物趨電導体の研究 〃

粉体粉末肩金協会 5．ユ6～5．ユ9 1．ワックスを配含した高連度鋼粉の手1咄成形 粉体技術
衡食防食協会 5，18～5．20 1．沸騰硝酸溶液中におけるノくルブメタルの腐食特性 腐食防食

2．A1loy800のアルカリ溶液中のSCC挙動に及ぼす表廊加 〃

工の影響について

3．化学ポテンシャル図の自動作図 〃

4．商遼燃焼ガス申でのニッケル基趨耐熱含金MM－247の エネルギー

商漁腐食組織に及ぽす環境観子の影響

浸本鋳物協会 5．25～5．26 1．一方向徐冷凝圃させた過共晶A1・S恰金の級織と摩耗特 金属加工
性

圓本材料強崖掌会 6．ヱ6 ユ．引張残留応カ場を伝ぱする瀞葵継手の疲労き裂伝ぱ特性 疲　　　　れ

目　本機械挙会 6．27～6．29 1．高洛高サイクル疲労における酸化の効果 〃

（苛酪使周条件下の
材料の破壊と破壊カ
挙シンボジウム）

◇短　信◆
●受斑

　1ヨ本鉄鋼協会繭山蟹
　所長　中川龍一は，「鉄鋼材料と製鉄技術の開発

に関する娃礎的研究に対する永年の賛絞」により、

目召和63年3月31日，上記の賞を受けた。

　目本鉄鋼協会酋山記念焚
　原予炉材料研究都長　臼項春樹は，「金属材料の

照射損傷に関する研究」により昭和63年3月3m，
上記の賞を受けた。

●外国人研究貞の招へい

所属ドイッ連邦共和園ゲッチンゲン大学
氏名H．C．Freyhardセ
テーマ　高温酸化物趨電導材料の線材化披術に関
　　　　する国際共同研究

期　閲

所　属

氏　名

アーマ
期　聞

所　属

氏　名

アーマ
期　間

所　属

氏　名

ア」マ
期　間

昭和63年2月29日から昭和63年3別2日

申華人民共和国　北京有色金属研究総院
那　　　傑
高圧液体噴霧に関する研究

昭和63年3月1日から昭和63年3月3工日

フランス　グルノーブル原子力研究所
J．C．Valiier

高磁界発生システムの研究

昭和63年3月13日から昭和63年3月31日

米團　マサチューセッツエ科大学

Yukikazu　IWASA
垂oテスラハイブリッドマグネットに闘する研究

昭和63年3月20日から昭和63年3朋1日
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